
日本建築学会北海道支部 2013 年度第２回支部役員会 議事録 

記録：戸松 

日時：2013 年 10 月 24 日（木）18：30-20：20 

場所：支部事務所会議室 

 

出席： 支部長：岡田 

 常議員：安藤，海藤、佐伯、最上、森，遠藤、清水、白井、戸松 

支部監事：駒木 

総務委員長：小澤 

    学術委員長：佐藤 

 事務局：菊地 

 

次回 12/5(木) 17:30～常任幹事会 18:30～役員会 会場：支部事務所会議室 

 

≪報告事項≫ 

1、前回常議員会議事録確認     資料 2－1 

資料 2-1 にもとづき，白井委員より前回議事録の説明がなされ，承認された。 

2、理事会報告                             資料 2－2 

岡田支部長より，資料（2-2）に基づき、９月理事会の報告があった。大会の報告があり大

会３日目の参加者が少なかったこと並びに運営上のトラブルについて報告があった。また、

支部の資料のペーパーレス化をすることが検討されているとの報告があった。 

3、各委員の役割分担確認と進捗報告 資料 2-3 

岡田支部長より、資料（2-3）に基づき各委員の役割分担の再確認をした。各委員からの進

捗報告がなされたが具体的な検討はまだ進められていない状況であり、次回役員会までに

報告できるよう検討を進めることとなった。 

4、支部経理報                              資料 2－4 

小澤委員長より経理についての報告があった。７－９月期の収入に関しては大会・支部研

も終わり支出入はあまりないとの説明があった。現在の執行率が低いのは大会経費が入っ

ているためである。 

5、第３８回北海道建築賞の報告について                 資料 2－5 

司会より資料（2-5）に基づき北海道建築賞の報告がなされた。 

6、特色ある支部活動について                       

司会より今年度は申請がなかったとの報告がなされた。 

7、学術委員会報告                           資料 2－6 

佐藤委員長より資料（2-6）に基づき 2013 年度第１回学術委員会の報告がなされた。技術

賞の募集が始まったこと並びに工業高校の巡回講演会に関して議論がされているとの報告

があった。 



8、北海道設計会議報告 

最上委員より、１０周年のパネル展が 8/31～9/7 にチカホで開催されたことが報告された。

議事録は後日送付することとした。（10/28 各委員宛送付済み） 

≪審議、承認事項≫ 

9、支部長会議への意見具申について                    資料 2－7 

岡田支部長より，支部雇用職員の雇用方法について支部長会議に具申する旨の提案がなさ

れ、審議の結果、支部長の提案とおり意見具申を行うことが承認された。 

10、材料施行、構造専門委員会主催合同見学会について           資料 2－8 

司会より、合同見学会につてメール審議により承認がされたとの説明があった。 

11、2013 年度工業高校巡回講演会                     資料 2―9 

司会より今年度の工業高校巡回講演会の講演者・テーマが提案され承認された。また、次

年度以降のテーマの選定方法について審議がなされた。佐藤学術委員会委員長より専門委

員会ごとのバランスよく実施できないかとの提案がされ、佐伯委員より工業高校の状況が

説明された。工業高校から要望を出してもらってテーマを検討することも可能なので今後

は学術委員会で工業高校や各専門委員会の情報を集めながら検討を進めることとした。 

12、次期役員選挙について                        資料 2－10 

司会から各選挙のスケジュールについて説明がされた。常議員の改選に伴う候補者数に関

して、制度改正に伴い改選７名に対し候補は７名でよいこととなったので、改選数と同数

の候補を推薦することとした。 

13、後援、依頼について                         回覧資料 

北海道より「住宅建築物耐震改修セミナーおよび耐震改修促進法改正説明会」について、

北海道大学より「サスティナブルキャンパス構築のための国際シンポジウム」について、（公

社）日本都市計画学会北海道支部より「（公社）日本都市計画学会北海道支部研究発表会」

についてそれぞれ後援依頼があり、承認された。 

14、その他 

支部総会の日程について支部研同時開催を含め検討をする必要があるとの提案がなされた。

日程については１月までに本部に報告が必要である。 

                               以上 


